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■出動モデル１（群馬県協定に基づく枠組み） 

 
国では取り組めないことを自治体レベルで実践できれば参考にする救助隊も増え

災害救助犬の正しい認知、活用に繋がると考えています。 
群馬県では消防救助隊の救助犬への理解、期待があり、活用を見据えている消防

があることからサーチ＆レスキューのモデルを作るには最適だと考えています。 

単一消防には管轄外へは行けないという活動のネックがあり、阪神大震災後に県
レベルに緊急消防援助隊というものができました。消防庁から発せられる出動指令時
に DRDN にも連絡が入り帯同して現場に向かえる仕組みを整えたい。群馬県との出
動協定には消防県隊と共に県外へも行ける道筋をつけてあります。要請も県からで
はなく消防からも要請できるように運用することにしています。また、群馬県の地域防
災計画にも DRDNへ出動要請を行うと記述されています。 

単に形式的な机上の計画だけでなく、実践できるサーチ＆レスキュースタイルとし

ての環境が整ってきていると捉え、より実行性を高めるために、救助隊との訓練を重
ねて行けば実務的なサーチ＆レスキュー
が実現できると思っています。このモデル
には DRDN にスイス レスキューチェーン
REDOG も合流するようになって行政、マ
スコミも注目しています。 
他方、2024.8 に締結した和歌山市との

協定は更に現実的な内容として現場に駆

け付けた災害救助犬らはチームとして動く
ように統制することが明記されています。 
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■出動モデル２（2024～能登半島地震の教訓からの進化形） 

 
群馬県モデルをさらに実務的に進化させることを考えました。 
能登半島地震で群馬県緊急消防援助隊と集結地の金沢競馬場で合流できたが、

道路啓開が進まず、大型車両が通行できない状況で群馬県モデルを実践できなかっ
たので、やむを得ず DRDNだけで珠洲へ向かいました。 

しかし、現場では消防救助隊はおらず、受援地オペレーションも機能的とは思え
ず、待機が続き早期に駆け付けたことに意味を得られなかった。この教訓から、群馬
県モデルにも現場状況に臨機応変に対応できないウイークポイントがあると感じ、災
害救助犬の活用を考えている消防とともに、現場からの視点として柔軟に対応できる
仕組みを提案し、進化させたモデルを模索して行くことにしました。 
県緊急消防援助隊には消火、化学、救助、土砂、救急などの部隊の合同部隊であ

り、車両も人員も多く小回りが効かない。この大部隊が珠洲や輪島に入ることは物理

的に無理があります。人命救助活動に力点を置くならば、救助部隊（６名程度１小隊）
だけでも動けるようにならないものか。 
災害救助犬とも帯同できる方策を考え

ましたが、消防が動かす仕組みが硬直的
で、現場に即した臨機応変な判断、行動
ができにくい仕組みとなっています。 
 最前線においてはその部隊に現場に即
した裁量権があって然るべきと考え、群馬

県モデルを柔軟的に運用するスキーム、
アイデアとなっています。 
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■出動モデル３ （2024～能登半島地震の教訓から改訂） 

 
出動時に救助隊と帯同できなかった場合、災害救助犬だけで現地へ向かい活動

基盤を整える必要があります。活動することになれば、何れの場合も災害救助犬現

地本部の設置し、連携の有無に関わらず、有効で機能的な現場オペレーションがで
きるようにしていきます。 
 

 

情報収集・分析（被災状況、エリアマップ、ドローン映像、本部会議等）を行ったうえ
で次のような項目の確認を行い対応します。 
① 指揮統制（頭数、人員、特性に基づきチーム編成、部隊長任命、権限明確化等） 

② チーム編成（１ユニット：3 頭 5 名）＋連絡員、記録 
③ 本部装備（作業装備、蓄電池、マイク、無線、記録用品一式等） 
④ 安全管理（PPE、保安用具、保険、救急品、無線、管理者等） 
⑤ 災害本部との調整（要救助者の探索の必要性がある場所での救助部隊と連携） 

⑥ 救助隊との調整（72 時間以内で活動すべきスキーム） 
⑦ 活動計画（本部において情報収集に遅れが生じれば自ら収集活動） 
⑧ 行動管理（24 時間体制での作業体制、待機、活動場所、状況は常時把握） 
⑨ 装備保全（炊事宿泊、燃料、水、汚水などの確保、後続部隊への補給手配） 
⑩ 報道管制（外部への情報発信、広報は本部に一元化） 
 以上のようなオペレーションが整わなければ現場探索を救助、救命に繋げられない
と捉え、現場の一翼として作業に入る前の重要なスキームであると考えています。 
ここに合流する災害救助犬チームとは、部隊、体制（人員、頭数、特性、練度）、期

間、装備等を踏まえ効率的な運用ができるように協同していきます。 
条件が整えば DRDNが現場統制を行う枠組みの下で活動することもあります。 
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■DRDN出動フロー 
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■現場指揮系統システム 

  

現場では機能的で秩序ある災害救

助犬チームでありたいと思います。 

どのような役割を担うことになるの

かは出動メンバーによって現場統括

者が決定していきます。 

DRDN 単独で活動するか、他機関と

連携するのかによって、どのような役

割を担うのかわかりませんが、出動し

た以上、成果も問われますが、それ以

上に現場での行動は対外的に評価さ

れる対象になります。 

幸い DRDN ではサポーターへの認

識度も高く、さまざまな対応力があると

思っていますので与えられた役割で人

命救助に貢献できるようにしていきた

いと考えています。要救助者の見落と

しが起こらない精緻な作業ができる体

制で捜索作業に臨むようにします。 


